
◎地域の方々からのご意見、高校生とやってみたいこと等ございましたら、丸岡高校まで是非お声かけをお
願いいたします。  ℡０７７６－６６－０１６０（丸岡高校グローカル事務局） 

 

 

 

 

こんにちは！第３３号は７月１９日（月）に開催された、グローカル中間報告会の様子をお伝えします。 

報告会の第１部では、第一体育館にて全体会を開催し、地域協働・海外協働活動成果報告や３年生の代表生徒による

地域活性化プロジェクト活動報告を行いました。第２部では、２年生がポスターセッションを、１，３年生はラウン

ドテーブルを通して探究活動に関して意見交換を行いました。ご来賓の方々のアドバイスを参考にして、今後の探

究活動をより良いものにしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸高グローカル通信 第３３号 
地域のみなさんへ  
2021 年 8 月 30 日発行 

   
 丸高 HP 

 

 

〈最優秀賞〉１年 新村 柊那さん（灯明寺中出身) 

丸岡高校から徒歩 30 分くらいの場所   

にある豊原滝へ行きました。山道は意

外ときつかったですが、色々な花や虫

などの自然に出会えました。坂井市は

たくさんきれいな場所があるので見

に行ってみてください。 

 

〈最優秀賞〉１年 荒木 巧龍さん（丸岡中出身) 

丸岡城周辺では、どんな写真が撮れるのだろうと 

思い、周辺をメインに活動をしていきました。噴 

水と青空を合わせた写真はきれいになるんじゃな

いかと思いついて撮った写真 

です。きれいに撮れてうれし 

かったです。 

            

３年 森 駿介さん（春江中出身) 

「丸岡城を中心とした町づくり」に小学生中学生と丸高生がどのように取り 

組むべきかについて発表させてもらいました。地域の将来を担っていく当事 

者としての自覚を持って、取り組んでいきたいと思います。 

 

３年 渡邊 七美さん（坂井中出身)          ３年 臼井 七海さん（丸岡南中出身) 

テーマ「昆虫を使った製品～昆虫で健康に～」    テーマ「食べ尽くそう丸岡の街～お得になくす食品ロス～」 

 

 

 

 

 

この活動では、自ら積極的に行動し実 

行していくことの難しさや楽しさを学 

ぶことができました。また、多くの人 

とも出会うことができ、進路の視野を 

広げることができました。 

小中高連携による地域協働活動報告「丸岡城サミット」 

３年 探究活動成果報告「地域活性化プロジェクト 口頭発表」 

 

２年 田中 悟史さん（丸岡中出身) 

台湾の福誠高校との交流では、観光地やポ

ップカルチャーなどを紹介し英語で意見

を伝える難しさを学ぶことができてよか

ったです。丸岡高 

校は海外とも交流 

できる特色のある 

学校です。 

グローカルスタディ英語 

 ２年 長田 雅楽さん（南越中出身) 

ネット上で調べた問題と解決策をその

まま伝えるのではなく、自分たちなり

の解決策を具体的に提案する必要があ

ると感じました。また、聞き手に伝わ

りやすくするにはどうすればいいか考

えて話せるようにしていきたいです。 

 ２年 平野 潤さん（金津中出身) 

自分達と課題が似ていても考え方は

全く反対だったりして参考になりま

した。自分達の発表では、規模が大き

すぎると言われたので、身近にできる

ものを探そうと思いました。 

 ２年 稲村 宥真さん（根上中〔石川県〕出身) 

それぞれ違う視点や考えがあっ

て、詳しく説明してくれてとても

面白い発表だった。このことから、

今から CF（総合的な探究の時間）

の内容を深めていきたい。 

「坂井地区の地方創生のために必要な取り組み」

について、自分たちはどう関わっていきたいか、

SDGs の視点で考えたことを発表しました。 

「丸岡の宝」を見つけるフィールドワークを行い、ポスター制作

を行いました。また全校生徒による投票も実施しました。 

３年生から１年生へ、これまでの探究

活動について紹介したり、お互いに質

問し合ったりし、学びを深めました。 

作品の部 

 

３年 野口 昂之助さん（丸岡中出身) 

社会科の視点から SDGs を学習し、世界の

状況を知ることができてとても興味を持

って学習しています。新しいことに挑戦し

ながら、これからの 

社会のあり方につい 

て学んでいきたいと 

思います。 

グローカルスタディ社会 

写真の部 

〈内容〉高タンパク質な蚕のさなぎ

を粉末にし、クッキーや白玉団子を

試作。昆虫食が広まることで食料不

足が改善されることを提言。 

〈内容〉食品ロスの軽減のため、地元商

店で品物を買うともらえるスタンプを

集めると割引券がもらえる取組みを考

案し、３店舗での実施が実現。 

最初は難しいと思っていたので、達成

できた時は嬉しかったです。沢山の方

に協力して頂いたので、その方々への

恩返しの意味も込めこの活動がいいも

のになるよう、今後も頑張りたいです。 

 

 

ご協力くださった関係者の方々、誠にありがとうございました。 

（上）報告会の様子は新聞 

にも掲載されました 

（右）荒木

さんの作品 

学校設定科目による地域協働・海外協働活動報告 
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◎地域の方々からのご意見、高校生とやってみたいこと等ございましたら、丸岡高校まで是非お声かけをお
願いいたします。  ℡０７７６－６６－０１６０（丸岡高校グローカル事務局） 

＜ふくい高校生議会＞  

３年生６名が参加し、福井県の再生可能エネルギー 

や食品ロス、環境負荷の少ない次世代自動車の普及 

に関する政策などについて質問しました。また、環 

境に関する提言書を県に提出しました。 

＜高校生ボランティアアワード 2021＞  

ESS 部、地域協働部、吹奏楽部、放送部の生徒が、 

オンラインで全国の高校生に活動報告をしました。 

 

 

 

 

 

こんにちは！第３４号は、８月に開催されたインターハイや、丸高生が参加したさまざまな活動を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 年 白川 悠大さん（丸岡中出身) 

ワールドユースミーティングでは、世界共通の問題を楽し 

く学ぶことができます。地域の方々、特に中学生の方々に 

はぜひこのような大会に参加し、世界についての学びを深 

めて頂きたいと思います。 

 

サッカー部 

２回戦 対 瀬戸内高校 1-1（PK9-8） 

３回戦 対 青森山田高校 0-8 

新体操部 

リボン 14 位 尾谷ジェニファーアマラチ 

 

丸高グローカル通信 第３４号 
地域のみなさんへ  
2021 年 9 月 24 日発行 

   
 丸高 HP 

 

インターハイに出場して 

２年 尾谷 ジェニファー アマラチさん 

（西東京市立田無第一中出身) 

８月下旬に新潟で開催されたインター

ハイに出場させて頂きました。全国と

いう大きな舞台で得た刺激を今後に生

かし、地域の方々に恩返しができるよ

う、頑張っていきたいです。 

＜ワールドユースミーティング 2021＞ ESS 部がジェンダーをテーマに探究し 

その成果をオンラインで発表しました。 

 

 3 年 上中 康彰さん（丸岡中出身) 

明智光秀や新田義貞で有名な「称念

寺」の紹介動画英語版作成と、福祉

情報パンフレットの英語版作成の

活動を発表しました。さだまさしさ 

んや、テツ＆トモさんが進行してくださり、とて

も楽しかったです。来年もこのようなすばらしい

機会を、後輩たちに経験してほしいです。 

 

 3 年 吉川 知歩さん（坂井中出身) 

吹奏楽部で結成した「お城のまちの演

奏隊」での活動を動画やポスターで地

域の方だけでなく県外の方にも知っ

てもらうことができて良かったです。 

これからもっと多くの方々に興味を持っていただ

けると嬉しいです。 

 

 ３年 兀橋 斗羅さん（丸岡中出身) 

福井県の環境問題に対する取り組

みを調べて、そこからでてきた疑

問を県会議員の方に質問した。福

井県は日本海側の都道府県で一番 

恵まれていることが分かった。もっと地元に興味、

関心を持つ若者が増えてほしいと思った。 

地域との協働・探究活動など 

＜挨拶運動＞ 

地域協働部の生徒がはっぴーすマンさんと一緒

に、中学校で挨拶運動を行いました。 

丸岡中学校      丸岡南中学校 

＜グローカル出前講座＞ 

丸岡高校地域協働コーディネーター

が、春江小学校の３,４年生 178 名を

対象に出前講座を実施し、セネガル

での青年海外協力隊の活動紹介を行

いました。丸岡高校では随時、世界と

つながる出前講座の依頼を受け付け

ています。 

  

  

(左)新体操部 (上)サッカー 

部キャプテン横山潤成さん 

による選手宣誓 

バドミントン部 県民スポーツ祭 男子団体出場 

剣道部 北信越ブロック予選 少年女子 団体第２位 

 

 北信越ブロック予選に出場して 

３年 東 舞優さん（森田中出身) 

私は入学したころ部の中の誰より失敗が多く、自分に自信があ

りませんでした。でも、先生や仲間、環境にも恵まれて技術面

も精神面でも成長することができました。 

北信越インターハイにサッカー部と新体操部が出場しました。 

皆様、応援ありがとうございました。 

 １年 豊本 千景さん（丸岡中出身) 

インターハイを見に来る人達に対し

て、今どんな競技が行われているの

か、今どこの高校同士が戦っている

かなどを丁寧に案内しました。地域 

の方々や、中学生の皆さんも、今後機会があれば、

ぜひインターハイを見に行ってみてください。 

 ３年 渡邊 未空さん（灯明寺中出身) 

放送関係者として参加させていただ

きました。たくさんの高校の人達の名

前を中継で見ている皆さんに伝わる

ように、ゆっくり丁寧にやらせていた 

だきました。全国規模の大会に関わることができ、

貴重な体験でした。 

(左) ３年野口昴之助さんがシステムエンジニアと協働

し丸岡町の商店街で使えるクーポンを開発 

(右) 地域協働部の生徒による総合案内の様子 

部キャプテン横山潤成さん 

による選手宣誓 

ESS 部 金賞受賞 

 

 

-65-



◎地域の方々からのご意見、高校生とやってみたいこと等ございましたら、丸岡高校まで是非お声かけをお願い
いたします。  ℡０７７６－６６－０１６０（丸岡高校グローカル事務局） 

9 月 4 日（土）二日の順延をへて、秋晴れの下体育祭が行われました。 

 

今年は雑誌の譲渡会のほかに、 

しおりづくりをしました。 

 

9 月２日（木）文化祭が行われました。 

 

 

 

 

 

こんにちは！第３５号は、９月に開催された学校祭の様子を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸高グローカル通信 第３５号 
地域のみなさんへ  
2021 年 10 月 20 日発行 

   
 丸高 HP 

  

  

 １年 小倉 満喜さん（丸岡中出身） 

「ゆりの里」と「丸岡バスターミナル」

を調べてみて、両施設とも訪れたこと

はありましたが、まだ知らなかったこ

とが多くありました。特に、ゆりの里

が年中ライトアップしていること 

には驚きました。今まで知らなかった地域の施設の魅

力を知ることができたので良かったと思っています。 

 １年 西田 陸晴さん（陽明中出身） 

       丸岡城は丸岡町のシンボルといって 

いいくらいの建造物だということを 

改めて実感しました。歴史や特徴を 

詳しく調べることができました。ま 

た、これから丸岡城周辺が整備され 

ると聞き、どうなるのか楽しみです。いつか丸岡城 

が国宝になることを願っています。 

 １年 宮嶋 凜太さん（藤島中出身） 

丸岡の自然について調べ、丸岡には豊 

原滝という宝があることがわかりま 

した。豊原滝は水がキレイで迫力のあ 

る滝です。丸岡にはこのような貴重な 

宝がたくさんあると今回の活動でわ 

かりました。 

 １年 榊原 大斗さん（陽明中出身） 

  キングスエイトダイナーという店のハ 

ンバーガーはとても大きく、好きなト 

ッピングもできて、オリジナルのハン 

バーガーを食べることができます。こ 

んな店があることを知らなかったけど 

今回の活動で知ることができました。 

＜１年フィールドワーク発表＞  

総合的な探究の時間に地域で見つけた「丸岡の宝」について、クラスごとに発表を行いました。 

 

吹奏楽部 書道部 ステージ発表 図書委員会 

２年クラス展示 

僕たちのテーマは達磨一家（鬼達磨）でした。より

立体的にし、旗、鬼ヶ島をつくり、鬼感を出しまし

た。丸岡高校はグローカル指定校で、地域の人との

関わりを大事にし、協力し合って、人として成長で

きる学校だと思います。 

 

３年 前川 遼介さん（丸岡南中出身）  

        応援団としての活動

期間がコロナの影響

で１週間短いため、最

初は焦りがあった。し

かし、みんなの一致団

結によって、最後は最 

高の演技をすることができたので、協 

力さえできれば最高の物が作れるこ 

とが分かった。 

応援合戦 

ブロック対抗リレー 

大縄跳び 

深山 蓮汰楼さん 
（丸岡中出身） 

藤田 直さん 
（大東中出身） 

３年 德山 颯太さん（丸岡中出身）  

       立体構造物を取り付ける作業が一番 

苦労しました。しかし、みんなと協力 

してその困難を乗り越えられたとき 

はとてもうれしかったです。審査で１ 

位をとることができた達成感は何も 

のにも代え難いものになりました。 

２年 増田 琉那さん 

（丸岡中出身） 

       コロナの影響 

で練習時間は 

短かったですが、内容の濃い練習がで 

きました。クラス全員で完成ができて 

すごくいい思い出になりました。 

タイヤ争奪戦 

学校祭マスゲーム部門優勝 

 

学校祭つくりもの部門優勝 

学校祭応援部門優勝 

金賞受賞 

 

 

学校祭応援部門優勝 

 

３年 臼井 七海さん（丸岡南中出身）  

        デザインによせて衣装を作るの

はとても難しく、大変なことばか

りでした。その分、完成したとき

の喜びはとても大きく、3 年間で

１番の思い出になりました。 

 

学校祭衣装部門優勝 

金賞受賞 

 

 

学校祭クラス展示部門優勝 

金賞受賞 

 

 

選手宣誓 

1 年垂れ幕

奏楽部 
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＜三国南小学校での出前授業＞

１１月１１日、地域活性
化に向けた探究を行って
きた３年生が、２年生に
成果や課題を引継ぎまし
た。学年間の連携を図り、
持続可能な活動を目指し
ていきます。

＜地域・文化歴史施設奉仕作業＞１年

＜進路探究講座＞ ２年＜地域活性化案の引継ぎ会＞２,３年

総合的な探究活動の時間

＜高校生海外交流体験発表会＞
１１月１２日、２年３組の代表生徒が台湾の福誠高校と行っているオンライン交流について発表
しました。他校の生徒との質疑応答などを通して、お互いに交流を図る機会となりました。

海外交流体験発表を終えて ２年 西出 愛花さん（丸岡中出身)

１週間に１時間ある、グローカルスタディ英語という授

業で台湾の生徒と交流した内容をオンラインで発表しま

した。他校で行っている国際交流の発表も聞きました。

他校の発表をきいて、世界の人とつながる方法はたくさ

んあると改めて感じました。また、台湾以外の国の文化

も知ることができて良かったです。

１０月２６日、オリジナルスイーツ作りに取り組む三国南小学校の５年生に向け、元地域協働部
部長の吉岡さんが、自身の体験をクイズや実物を交えながら発表しました。

体験談を発表して ３年 吉岡 日菜多さん（坂井中出身）
部活動で自分が企画したスイーツを例に挙げて、販売
方法や企画立案の仕方を分かりやすく説明しました。
子どもたちが知らない地元の魅力を伝えることができ、
自分の地域に少しでも誇りを持ってもらえたらと思い
ました。高校生がいろんな活動をしているのはすごい
と言ってもらえたので、丸高生にはもっと沢山の活動
に取り組んでもらいたいと思います。

◎地域の方々からのご意見、高校生とやってみたいこと等ございましたら、丸岡高校まで是非お声
かけをお願いいたします。 ℡０７７６－６６－０１６０（丸岡高校グローカル事務局）

丸高グローカル通信 第３７号
地域のみなさんへ
2021年 12 月1日発行

 丸高 HP 

＜地域コーディネーターとの協議会〉

11月15日、地域コーディネーターの方々を本校にお招きし、意見交換を行いました。今回は新た

な試みとして後期生徒会役員も出席し、終始活発な議論が交わされました。

後期生徒会長の言葉
２年 麻畑 友良さん（丸岡南中出身)

学校のルールを見直し、1人1人が納得の

いくものにしていきたいと考えています。

みなさんの意見も取り入れ、もっとより

よい学校に変えていきます。生徒会長と

して、みんなをまとめ、生徒会全員でが

んばります。

地域コーディネーターとの協議会に参加して

生徒会代表として、地域コーディネーターとの協議会に

参加させていただきました。参加し、総合的な探究の授

業を受けている私には、気づくことのできない地域の

方々の意見を知ることができました。自信を持って行動

していくことの大切さに気づくことができました。

協議会の様子

生徒会の活動内容も述べました
(左から橋本紗花さん、麻畑友良さん、

山岸愛実さん、大倉汐月さん）

サッカー選手権県大会全国大会に向けて
３年 山次 鴻史朗さん（丸岡南中出身)

僕たちは、第100回高校サッカー選

手権大会に向けて、日々練習に取

り組んでいます。自分達の代に

なってからずっと昨年の先輩達を

越えることを目標に掲げてきまし

た。全国BEST16の壁を越えるため

１試合１試合、全力を尽くします。自分達がここ

までたくさんお世話になった、丸岡の町、地域の

方々に、全国で活躍する丸岡高校の姿を見せたい

です。丸岡のために人生をかけて闘ってきます。

こんにちは！第３７号は、１０月から１１月にかけて、丸高生が参加したさまざまな活動を紹介します。

１０月２６日、丸岡ロー

タリークラブ様より、ス

ピーカーやパソコン等の

機器が贈呈されました。

コロナ禍のためタイ国と

の交流は出来ておりませんが、３年生がグ

ローカルスタディ社会の授業で調べたタイ国

のSDGsについて、頂いた機器を活用して坂井

高校の生徒に発表しました。

１０月２６日、丸岡城周
辺や国神神社、高岳寺、
本光院、称念寺などにお
いて、奉仕作業を行いま
した。

１１月４日、大学・
短大、専門学校から
講師をお招きし、各
講座に分かれて模擬
授業や各学校の説明
を受けました。

吹奏楽部

美術・イラスト部

＜坂井市民文化祭＞

１０月３０日, ３１日、市民文化祭に文化部が出
展しました。また吹奏楽部によるオープニング演
奏も行われました。

１１月１１日、地元企業の方２４名をお招きし、
企業の魅力や企業人としての考え方などを学びま
した。地域課題について意見交換も行いました。

＜アズAS主催地域の担い手づくりプログラム＞ 1年

地域の担い手づくりプログラムに参加して
1年 津田 琉太郎さん（丸岡中出身)

僕が最も大切だと思ったこと

は、協力をすることです。職

業につく中で、会社でも、職

人でも、多くの人が関わって

くると思います。そういった

人たちとの関わりを大事にす

ることで、困難なことにも立ち向かえると思

います。しかし協力といってもコミュニケー

ション力をつけずにはどうすることもできな

いので、中学生の皆さんも学生のうちに多く

のことにチャレンジして、自分の中の世界を

広げていってみることも大切だと思います。

ぜひ苦手なことでも挑戦してみてください。

＜タイ国とのオンライン交流機器贈呈式＞

書道部 -68-
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この１年の省察と次年度への方向性 

 

１．今年度重点項目の取り組みと成果 

（１）教育活動全般を通した探究的な学び（学年間の連携、対話、研修） 

①学年間交流の機会の確保 

３年間を通した探究的な学びのサイクルの共有と持続可能な活動を継続する目的で、生徒同士、教

員同士で学年を越えて対話する機会を設けた。 

＜グローカル教員研修会＞ 

４月２１日、福井大学教職大学院の先生方が参観される中、教員研修会を開催した。２部構成で

実施し、前半は、本校のスクールプランと「育てたい生徒像」について、および本年度のグローカル事

業の運営体制について情報共有した。後半の

M-PROJECT 学年打ち合わせでは、３年学年会

がそれぞれ半分に分かれ、１学年と２学年の打

ち合わせに加わって質問に応じた。どちらのテ

ーブルでも積極的な意見が飛び交い、時折テ

ーブルを越えて意見交換をする場面もあった。

各学年の目標と課題を確認し、通常の学年会

で引き続き議論することになった。 

＜１・３年ラウンドテーブル＞ 

７月１９日の中間報告会で、２年生の口頭発表と並行して開催した。約２年間、課題研究に取り組んできた

３年生と、これから本格的なフィールドワークを始める１年生による意見交換会となった。 

＜２・３年地域活性化案の引継ぎ会＞ 

１１月１１日の総合的な探究の時間に、３年生が２年生へ M-PROJECT の引継ぎを行った。地域活性

化に向けた探究学習の成果と課題、連携した地域の方々との連絡方法等を引き継いだ。 

②総合的な探究の時間から教科学習へ  

固有の知識や技能を身に着け、その分野における思考力や問題解決能力を養う「教科学習」と、教科横

断的で総合的な課題解決能力を養う「探究学習」は、相互補完的な役割を果たすものである。本校の場合、

M-PROJECT での実績を積み重ねた結果、「M-PROJECT の教科学習への応用」を推進するよう助言をいただくよ

うになった。また本校生徒の多くが、「探究」＝”M-PROJECT”ととらえていることから、M-PROJECT と教科学習の

つながりを認識し、自分の進路を見つめる研修会を企画した。 

＜JKBの取り組み＞ 

グローカル組織内にある JKB（授業力向上勉強会）は、毎年各教科の代表者で構成される組織で

ある。令和４年度より新学習指導要領に基づいた新カリキュラムの運用が始まること、さらに本校では

現在、新コース設置に向けての準備が進められていることから、今年度の JKB は、教科学習における

１・３年ラウンドテーブルの様子             ２・３年地域活性化案の引継ぎ会 

１・３学年と２・３学年に分かれて研修する様子 
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主体的な学習態度の評価方法を研究テーマの１つに設定した。 

６月２１日、福井大学大学院の遠藤貴広先生に講師を依頼し、拡大 JKB（教員研修会）を開催した。当日

は遠藤先生より、本校で実践している地域との協働による探究活動の評価方法を各教科の評価に応用する

という、本校に適した評価方法を提案していただいた。また、点数による評価ではなく文章による評価が、とりわ

け主体的な学習態度の評価に適していることを説明していただいた。研修会の後半は、本校に適した評価方

法と課題について、グループに分かれてワークショップを行った。 

＜グローカル研修会＞ 

９月１３日、本校の運営指導委員長である産業能率大学の藤岡慎二先生に講師を依頼し、生徒

対象の研修会を開催した。対面開催を予定していたが、コロナ禍のためオンライン研修に変更し、「探

究とは何か」、「なぜ探究学習が必要なのか」について考えた。以下は生徒対象のアンケート結果であ

る。各項目について理解度を５段階で評価した。また評価の数値に関わらず、ほとんどの生徒がテー

マに深い関心を寄せており、印象に残った言葉を引用したり自分の言葉で言い換えたりしながら、これ

からの学習活動に生かそうとしていた。 

   【グローカル研修会アンケート結果 （Ｒ３．９．１３実施）】 

回答者：１年９８名、２年９７名、３年希望者２０名（１組４名、２組２名、３組４名、４組１０名） 

１．なぜ今、探究的な学びが必要なのか、また自分にどんな利点があるのかについて、理解できた。 

 

 

 

 

 

 

 

５段階による回答（5 よくできた 4 できた 3 普通 2 あまりできなかった 1 全くできなかった） 

（生徒のコメント） 

・自分自身でキャリアを選び、創る時代に変化していったから。（１年） 

・自分の考えたことを定着させ、反省し、修正する力を身に着けるため。（１年） 

・調べ学習だと必ず答えがあるので１つしか考えられないけど、探究学習は答えがないので、自分の

考えが学力向上によい影響を与える。（１年） 

２．地域や社会の課題について、生徒が自分と関連づけて考えることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

５段階による回答（5 よくできた 4 できた 3 普通 2 あまりできなかった 1 全くできなかった） 

（生徒のコメント） 

・難しく考えるのではなく、自分の知識からどう広げていくか考えたい。（２年） 

・すぐ身近にこれらの問いは存在している。やりたいことを突き詰めていく。（２年） 

・自分たちの地域なので人任せにしないことが大切だと思った。（２年）  

・今の社会について何が足りなくて何を改善すればいいのか考える力をつける。（２年） 

・自分が将来社会で働く時に何の職業が残っていて新しく何の職業があるのか考えた。（２年） 
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３．課題解決に必要な手立て、学校や地域と連携しながら探究活動を進める見通しを持つことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

５段階による回答（5 よくできた 4 できた 3 普通 2 あまりできなかった 1 全くできなかった） 

（生徒のコメント） 

・明確なテーマ、やりたい事を突き詰めることから始める。（１年） 

・課題の設定、情報収集、整理分析、まとめ、振り返り、を意識できた。（１年） 

・自分とは違うところを見てきた人たちとの連携で、課題解決を早めることができる。（１年） 

・もっと具体的な疑問を持ちながら生活していきたい。（２年） 

・色々な角度から物事を見ることが課題解決に必要だと思った。（２年） 

４．持続可能な活動にするためには何が必要か、理解することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

５段階による回答（5 よくできた 4 できた 3 普通 2 あまりできなかった 1 全くできなかった） 

（生徒のコメント） 

・定期的に課題を見つけて、自分自身に問いかける。（１年） 

・今後の状態について見通しを持ち、考えながら小さなことでも実践すること。（２年） 

・一緒に協働する仲間が必要。（１年） 

・固定的な考えではなく想像豊かに考え、頭を柔らかくして身の回りから考える。（２年） 

＜２年生 A さんの感想＞ 

今、自分はここに行ってみたいなと思う大学が全然見つかっていなくて、将来何がしたいかも最近分からなくなってきていた

のですが、自分に対する「問い」が大切だと聞いてびっくりしました。正直、逃げていた部分もあったので、しっかり考えて、ど

こへ行って何がしたいのかなど自分の将来について向き合うことが大切だと思いました。 

＜１年生 B さんの感想＞ 

自分はいつもテストで分からない問題があったら飛ばして次の問題を解いているけど、話を聞いて、一度自分の頭で考

えていけば分かることもあると思いました。テストとかでも頭で一度考え、整理・分析しながら考えて問題を解いていけば、

ミスもすくなくなると思うので、手持ちの知識を引き出して解いていこうと思いました。 

生徒は、丸岡とは無関係の話題から、丸岡に置き換えて自分事として考え、自身の進路を見つめ直し、

教科の授業に探究的な学びを応用しようとしている様子が分かる。 

 

（２）情報発信と継続的な協働関係の構築   

①情報発信計画の見直し 

＜丸高グローカル通信・出前講座・丸高カレッジ＞ 

今年度は地域や地元中学生への魅力発信の充実を図り、「丸高グローカル通信」を地元中学３年生全員に

配布した。また本校生徒全員に毎号配布し、学期に一度は発行日を保護者会当日に合わせて配布した。毎号に
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本校生徒のインタビュー記事が掲載されることで、生徒は本校の取り組みや成果を再確認し、同級生や他学年の

活動にも自然と目を向けるようになった。国際理解を扱う「出前講座」では、テーマに関連した本校の取り組み紹

介の他、活動に携わった本校生徒が小中学生と直接交流することができた。地域の方々と様々なテーマにつ

いて学び合う「丸高カレッジ」では、本校生徒が出演して地域の方々とともに学び合う姿を発信することができた。

コロナ禍でも、生徒の顔が見える情報発信が実現した。 

②コンソーシアムとの協働事業の推進 

＜地域コーディネーターとの協議会＞ 

本校の地域コーディネーターは、地元市役所、地元企業、ロータリークラブ、学校関係の計４名で構成されて

いる。昨年の第１回協議会では、地域と本校生徒が直接交流する機会が少ない点についてご指摘をいただい

た。１１月１５日、後期生徒会執行部の生徒が参加し、「生徒×地域×学校」の三者による協議会を開催した。生

徒会は、前期生徒会の取り組みを引き継ぎ、校則見直しの提案と、これまでの経過報告をした。全校生徒対象の

アンケート結果から、服装や頭髪に関する校則の見直しを提案し、生徒指導部と協議を始めることを説明した。地

域の方々が自分たちの活動に耳を傾け、自分たち以上に本校の将来について考えてくださることを知り、生徒は

今後もコーディネーターとの協議に意欲を見せた。 

  ＜福井大学留学生と語る会＞ 

昨年度、学校設定科目「グローカルスタディ英語」と「グローカルスタディ社会」の連携が課題であっ

た。教科間、クラス間での連携を強化し、さらにグローカルな学びとなるよう、１２月１４日、福井大学と

の協働による「福大留学生と語る会」を実施した。当日は２０名近くの留学生や大学の先生方にお越し

いただいた。グローカルスタディ英語クラスの使用言語は英語で、グローカルスタディ社会クラスでは英

語または日本で交流した。英語クラスでは、日常生活や日本文化、地域の課題を SDGs に関連付けて

話題提供し、社会クラスでは、身近に存在する日本や世界の課題を、SDGs に関連づけて話題提供し、

それぞれのテーマで意見交換した。SDGsという共通のテーマを、グローバルな視点とローカルな視点で

掘り下げる、２か年の継続的な学びの成果を発表する機会となった。 

 

（３）学校の魅力化 

①生徒の資質能力の向上       

M-PROJECT をはじめとする学習活動で、「育成を目指す資質・能力」を明確化し、その育成に向かって

カリキュラムマネジメントが行われた結果が、徐々に成果として表れている。活動の節目の振り返りから、

生徒が培った資質能力が見えてくる。 
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いろんな人の意見が聞けてよかった。自分と同じ意見もあったし、全く違う意見もあった。同じような意見

でも、考え方や視点、だれを弱者と見るかによって、結論が違った。自分たちの年代と、６０歳くらいの

人の思いはちがう。だから地域の人たちとコミュニケーションをとることは大切だと思った。ここがダメと文

句だけを言っていても、地域は変わらない。声にあげて、自分たちの考えを伝えていかなくてはいけない

と思った。                  （R1.2.13地域活性化に関する意見交換会 1年振り返りより） 

色々な視点から考えることの大切さ、そのためには色々な人の話を聞くことの大切さ、そして自身が主体

的に行動することの大切さに気付いた様子が見られる。 
 
初めてのポスターセッションの時、面倒くさいながらも頑張って作ったポスターを発表して、それが評価され

たのがすごく嬉しかったので、評価されることの喜びを知りました。それからは、人に見てもらいたい、楽しん

でもらいたいという気持ち、発表資料の作成意欲が湧いてきた。 （R1.2. １年M-PROJECTの振り返りより） 

他者から評価されることで、自己有用感が高まった様子が見られる。 
 
自分と同じ年でもどんどん自分の考えを深め、自身を成長させている生徒がたくさんいた。先生に何か

言われないと動けないっていうのはもう終わり。社会で活躍できる人材になるために、自分で考えて、自

分で行動できるようになることが、自身の課題だと感じた。    (R3.7.19中間報告会３年振り返りより) 

探究学習を通して、主体的な学びの必要性を認識している様子が分かる。 
 

３年生のどのグループも、どうやったら自分の活動を次に引き継いでいくことができるか、持続可能な

活動とは何かを考えていた。自分たちの活動も自分たちの中だけで終わらせず、どうやったら引き継い

でいけるかを考えたい。 (R3.7.19中間報告会３年振り返りより) 

持続可能な活動にすることの大切さに気づいている様子が見られる。 
 
②生徒の自己認識の向上から学校の魅力化へ 

令和３年度９月に３回目の「高校魅力

化評価システム」を実施した。グローカル

事業を開始した令和元年度から３年間に

わたる高校に対する満足度は、 

(R１年度)６２.２% → (R２年度)７６.３%→ 

(R３年度)８３.４% と着実に上昇した。 

「挑戦する人に対して応援する雰囲気

がある」と回答した生徒は９２.２％で、前

年同様「学習環境」に対する満足度が

高いことが分かった。今年度はさらに「自

分とは異なる意見や価値を尊重すること

ができる」と回答した生徒は９４.１％に達し、

他の人と協働することによって得られた多

様な価値観や多様性に対する受容力

が高まったことが分かる。 

また図１-①～④より、４つの側面（①

学習活動、②学習環境、③生徒の自

己認識、④生徒の行動実績）において、

『主体性』『協働性』『探究性』『社会性』

の４領域全てで、他地域と同等、または

それ以上という結果となった。 

特に『協働性』は、全ての側面で高い

数値を示し、今回「異なる意見や価値を

尊重する」項目が最も高い数値を示したこ

ととの相関が考えられる。横棒グラフは前

図1‐①（2021年度高校魅力化評価システム総括表より） 

図1‐② 

図1‐③ 
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回調査からの変化を示しており、①「学

習活動」と②「学習環境」の側面では、

『社会性』が前年度を大きく上回っている。

①「学習活動」の具体的な質問項目で

は、「地域の課題の解決方法について

考える」が上昇し、特に３年生は「日本

や世界の課題の解決方法について考

える」の項目が前年度より１２.６ポイント上

昇し、８３.２%に達した。地域から日本、そ

して世界へと視野が広がったことは、社会の事象を自分と関わりある事柄として認識し理解しようとする姿勢

の表れであると考えられる。②「学習環境」の具体的な質問項目では、「地域から大切にされている雰囲気

を感じる」が８８.１％、「興味を持ったことに対してすぐに橋渡しをしてくれる大人がいる」が８６.６%と高い数値を

示した。地域の協働パートナーと連携した３年生はそれぞれ９３.３%、９４.１%という極めて高い数値であった。

③「生徒の自己認識」（図１-③）においては、中でも『探究性』の領域が前回から最も上昇率が大きかった。 

また下のグラフ（図２）より、４領域の全ての項目で、他地域を上回る結果となった。点線で囲んである項目は、

いずれも前年度よりポイントが上昇した資質・能力である。今回特徴的であったのは、「持続可能意識」の数

値が上昇した点である。３年生自身による活動の継続、そして自分たちの取り組みを１，２年生に引き継い

でもらうことによる、持続可能意識が芽生えたことが分かる。 

また令和３年３月に坂井市内の高校２年生を対象に実施された、坂井市総合政策部企画政策課による調

査「Ｒ２将来の居住地・まちづくりに関するアンケート」の集計結果（令和３年１１月）で、【地域課題の解決方法

を考えている】、【地域課題の

解決に関わりたい】という項目

について、「あてはまる」「どち

らかというとあてはまる」の割合

の合計がそれぞれ、６９.２％と

７１.７％という高い結果となっ

た。地域内の高校間比較デ

ータ（図３）からも、本校生徒

が地域課題に高い関心を抱

いていることが分かる。 

 

 

 図３ 

図1‐④ 

Ａ高校 

Ｂ高校 

Ｂ高校 

Ａ高校 

定時制

高校 

本校 

定時制

高校 

本校 

図２（2021年度高校魅力化評価システム総括表より） 
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 以上の結果から、本校のカリキュラムマネジメントおよび AAR サイクル（Anticipation「見通し」-Action「行動」-Reflection

「省察」）が学校生活のさまざまな場面で機能していること、日頃の地道な取り組みが生徒の意識や行動を少しず

つ変えたことが、高校に対する満足度の上昇につながったと思われる。 

 

（４）学びの土壌から進路実現へ 

①学習環境の充実  

今年度より運用開始した「みらい☆タイム」の活用は、生徒の主体的な学び、個別最適な学びの担保に

つながっている。探究学習だけでなく、特に２学期以降の３年生は、進学先用の志望理由書作成、担任と

の面談、教科担任への質問、面接・小論文個別指導の依頼等、進路関係の準備に有効利用している。こ

の「みらい☆タイム」がうまく機能しているのは、生徒の主体的な学びの姿勢が養われている結果である。 

②個々の進路実現 

近年、大学入試の多様化が進んでいる。面接試験では、想定される質問に対して予め用意してきた知

識を問われることよりも、その場で発揮される思考力や判断力が評価されている。また事前準備できるプレ

ゼンテーション形式では表現力が、その後の質疑応答では、知識だけでなく思考力や判断力が評価され

ている。大学が求める学生像が、実社会で求められる社会人像に近づいてきている。今年度の本校生徒

の大学入試出願方式にも大きな変化が見られた。国公立大学の学校推薦型・総合選抜型入試の出願

数が例年の１.８倍になった。M-PROJECT はじめ、授業や部活動での探究活動や、培った資質能力を発揮

できる入試方式を利用する生徒数が大幅に増えた。また、一般入試を含め共通テスト利用の出願数も増

加傾向にあり、本校生徒の意欲的な挑戦は、今この瞬間も続いている。 

 

２．次年度に向けて （学びの土壌づくり、ネットワークの構築、持続可能性） 

 学びの形態の多様化に適応することは、今後の学校教育の課題の１つである。それは GIGA ハイスクール構想に

よって生徒１人１台タブレットが支給されたことにも象徴されるような、対面とオンライン学習の併用を指すだけではな

い。本校生徒が求める「学びの土壌づくり」が今後の課題である。幸いにも本校はコンソーシアムに恵まれている。

今後は、生徒がつながりたい相手、組織と連携するための発展的なネットワークを構築することが求められる。 

今年度は他県のグローカル推進校が本校を訪れ、意見交換する機会をいただいた。またグローカル推進校が

集う全国サミットでは、他県の推進校の実践報告を共有し、オンライン上でも推進校同士の交流が実現した。現在、

他県のグローカル推進校との連携事業を検討中である。また本校が実践校として参画していた「OECD 日本イノベ

ーション教育ネットワーク（ISN2.0）」は昨年度に終了したが、現在、地方創生探究学習を推進する学校ネットワークを

基盤としたコンソーシアム構築の準備が進められており、福井大学の先生が北陸地区の主管となっている。今年

度、本校生徒が大学の研究室と連携して昆虫食の研究を行った事例のように、生徒と地域のニーズに合わせて

連携をマッチングすることを目的としたコンソーシアムの構築を目指しており、現在、本校の代表生徒数名がミーティ

ングに参加している。このような産官学のネットワークを有効活用し、本校生徒の探究的な学び、そして次年度から

始まる新コースの運営に活かしていきたいと考えている。 

そして何よりも、本校と地域との持続可能なつながりを大切にすること、それを支える教員や学校組織が生

徒の学びの良き伴走者となることが、次年度の目標である。 
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令和４年度からの新しい丸岡高校 

 

１．新コース設置への経緯 

（１）全国、県の方針を受けて 

   中教審答申「令和の日本型教育の構築を目ざして」が出され、普通科において「学際的な学びに重点

的に取り組む学科」「地域社会に関する学びに重点的に取り組む学科」等を設置可能とする、とされた。

逆に言えば、これまでの特色のない普通科は変革を余儀なくされているということでもある。県でも、県高等

学校問題協議会の答申「今後の県立高等学校の魅力化の方針について」が出された。ここでは、１学年

３学級以下でも「地元市町の密接な協力を得ながら各高校の魅力化・特色化をさらに進め、今後の社会

の変化や地域の変化を踏まえた学科の在り方を検討しつつ、地域のためにできる限り存続させることが望

ましい」とされ、生徒数減少の続く本校にも希望の光が見えた。同時に、「地域の普通科系高校の魅力化」

が必須検討事項となり、独自の魅力化策を打ち出していく方向が示された。 

 （２）本校の強みを生かした変革 

    本校は、３年間実践してきた「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」でのカリキュラム等の

蓄積、本事業によって構築された坂井市や地域の方々との関係性、といった強みを生かし、「世界や地

域をフィールドに」「多様な人々と協働して」「課題解決を実現」という方向性に沿い、探究系のコース「（仮

称）グローカル探究コース」の検討に入った。校内で検討を重ねた結果、最終的に、次に挙げる２コースを

設置することが決定した。  

 

２．２つの新コース 

 （１）みらい共創コース 

学校設定教科「みらい」１単位を集中履修とし、「世界を知る」「自分を知る」「自分を磨く」の３つの系統

の多様なプログラムを通して、学習と探究の基礎力を培う。本事業で実践を重ねてきた「グローカルスタデ

ィ英語」「グローカルスタディ社会」を含め、特徴あるカリキュラムとなっている。 

 （２）スポーツ探究コース 

    本コースは、単にスポーツの技能を高めることを目的とするのではなく、「スポーツ」を通して科学的に考え

たり、探究したりすることで、幅広い知識・技能を身につけていくものである。みらい共創コースと同様に、教

科「みらい」を履修するほか、「スポーツ探究」を３年間で１１単位配置し、スポーツを科学的に分析し、トレ

ーニング理論や栄養学、病院実習なども取り入れた内容を学習する。 

 

３．その他に新しくなること 

（１）「地域みらい留学」への参加 

令和２年９月、地域の普通科系高校１２校を対象にした「次世代型学校づくり推進校指定事業」の募

集を受け、以前より情報収集をおこなっていた「地域みらい留学」への参画を目玉に応募した。残念ながら

指定校４校には選定されなかったが、県教委や坂井市にも地道にアピールを続け、令和５年度からの全

国募集に向けた「地域みらい留学」に参画できることとなった。 

この制度は、主に都会の中学生が、特色のある地方の高校に３年間「留学」し、その地域でしかできな

い様々な学習活動や体験をするもので、現在全国で 70校が参加している。福井県としては初の参加校と

して、全国に向けてＰＲを行うこととなる。 
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（２）新制服 

地元中学生へのアンケートなどから、制服を新しくする機運が高まり、令和２年９月より新制服制定に向

けて検討を開始した。在校生、保護者、教職員、中学生、同窓会などへのアンケートや意見聴取を重ね、

令和３年１０月に新制服が決定。スカート、スラックス、リボン、ネクタイを自由に組み合わせて着用すること

ができ、新しいコースの出発にふさわしい制服となっている。 
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